










要約:国療小慢施設に対し、心理検査・療法の実態を調査し、25 施設 31 病棟より回答を

得た。心理的問題を抱えている児は 49%存在し、要因の一位は親子関係、学業不振・学校

問題、疾病自体の順であった。知能、性格、親子関係テストは一般的に施行されていたが、

心理診断は施行していない施設が 63%存在していた。心理療法はカウンセリング、箱庭療

法、絵画療法の順であった。長期療養喘息児の社会的予後としては、心因関与が濃い患児

では、薄い患児に比して進学率が低く、専門職、事務職に就いた者が有意に低率であり、

定職についていない者の率も高かった。


